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市
民
と
立
憲
野
党

の
合
同
宣

伝
は
今
年
最
初

の
１
月
２２

日
、

コ
ロ
ナ
感
染

の
急
拡
大
を
受
け
、

サ
イ
レ
ン
ト

・
ス
タ
ン
デ
イ

ン

グ

で
行
な
っ
た
。

大
寒
を
過
ぎ

た
ば
か
り
で
西
日
が
陰
り
始
め

る
と
寒
さ
が
増
す
な
か
、

岡
山

駅
前
に
市
民
団
体

・
お
か
や
ま

い
っ
ぽ
ん
、

立
憲
野
党

の
代
表

コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
が

見
え
な

い
な
か
、

新
自
由
主
義
に
内
在

し
た
格
差
と
貧
困

の
蓄
積
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

現
れ

力
は
同
じ
で
は
な
い
が
、

身
近

な
と

こ
ろ
で
の
居
酒
屋
、

交
通
、

ホ
テ
ル
や
そ

こ
に
働
く
人

（
特

に
非
正
規

・
女
性
）

が
大
き
な

影
響
を
受
け

て
い
る
。

女
性

の

自
殺
者

の
急
増
は
特
に
深
刻
だ
。
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党県連含活動日誌
1/4  県 連合事務所開き

1/11 市 民と立憲野党の打合せ (試本)

1/14 宣 伝カー (倉敷)

1/17 さ よなら原発実行員界 (武本)

1/22 市 民と立憲野党の意見交換会 (宮日 ・耐本
′′    '′    合 同宣伝 マ ツキヨ前

1/26 社 民党定例街宣 中 止

※コロナ感染拡大に伴い、いくつかの活動が中止

（
社
会
民
主
党
、

立
憲
民
主
党
、

日
本
共
産
党
、

新
社
会
党
。

議

員
、

市
民
ら
約
３
０
余
名
が
参

加
。

参
加
者
は
手
づ
＜
り

の
プ

ラ
ス
タ
ー

を
掲
げ

「
日
本
は
戦

争
を
し
な

い
国
　
９
条
を
活
か

し
て
平
和
外
交
を
」

「
岸

日
内

閣
ヤ
バ
イ
ー
　
敵
基
地
攻
撃
能

力
も

つ
っ
て
絶
対
ダ

メ
　
全
面

戦
争

へ
の
道
」

等
々
、

戦
争

で

き
る
安
保
法
制

（
戦
争
法
）

か

ら
、

さ
ら
に
戦
争
す
る
国

へ
踏

み
込
も
う
と
す
る
岸

日
政
権
に
、

無
言
で
訴
え
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
連

日
、

過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
か
、

土
曜
日
の
夕
刻
に
か
か
る

こ
ろ

の
岡
山
駅

マ
ツ
キ
ヨ
前

で
、

市

民

の
マ
ス
ク
姿
は
定
着

し
て
い

る
が
、

行
き
交
う
市
民
の
数
が

減
つ
て
い
る
よ
う
に
は
感

じ
ら

れ
な
か
っ
た
。

（
報
告

・
野
崎
）

〇
〇
年
に

一
度

の
異
常

気
象
…

は
間
き
な
れ
た

が
、

ト

ン
ガ

の
海
底
火

山
噴
火
は

一
〇
〇
〇
年
に

一
度
と

も
い
う
。

宇
宙
か
ら
見
た
そ

の
規

模
に
驚
く
。

８
千
ｋｍ
離
れ
た
南
太

平
洋
か
ら
日
本
ま

で

「
つ
な
み
」

が
伝
わ
る
が
、

現
地
情
報
は
伝
わ

ら
す
心
配
さ
れ
る

▼
世
界
地
図
も

大
西
洋
を
中
心
に
見
る
と
、

南
ア

メ
リ
カ
と
ア
フ
リ
カ
が
ジ
グ

ソ
ー

パ
ズ

ル
の
ピ
ー

ス
に
見
え
た

こ
と

が
大
陸
移
動
説
に

つ
な
が

っ
た
。

プ

レ
ー

ト

・
テ
ク
ト

エ
ク
ス
は
、

ト

ン
ガ

の
大
噴
火
に

つ
な
が

る
科

学
的
知
見
を
深
め
る

（
鎌

日
浩
毅

『
地
球
は
火
山
が

つ
く
っ
た
』

参

照
）

▼
こ
の
地
球
上
に
あ
っ
て
、

私
た
ち
は
日
々
、

働
き
生
き
続
け

社
会
を

つ
く
っ
て
き
た
。

い
ま
新

し
い
資
本
主
義

（
社
会
）

は

「
卜

リ
ク
ル
ダ
ウ

ン
」

を

「
成
長
と
分

配

の
好
循
環
」

に
す
り
替
え
、

格

差
と
貧
困
、

非
正
規

の
新
自
由
主

義
に
対
置
す
る
課
題
を
挙
げ

て
、

変
化
を
装
う

▼
し
か
し
矛
盾
は
資

本
主
義
そ

の
も

の
か
ら
派
生
し
た

も

の
で
あ
り

「
地
球
を
動
き

の
あ

る
も

の
と
し
て
で
は
な
＜
、

止
ま

っ
た
地
球
」

の
よ
う
に
見
る
限
り
、

新
し
い
資
本
主
義
も
、

す

で
に
古

い
資
本
主
義
と
な
る
。

（
の
）

一
定
例
学
習

・
読
者
会

¨

「
新
報
」
読
者
会

一　
２
月
８

日

（
第
２
火
）

中
止

一　
辰
巳

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

一　
２
月
２５

日

（
月
末
金
）

中
止

※

コ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

　̈
い
す
れ
も
辰
巳

。
新
事
務
所
で

教
育

面
で
影
響
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。

困
窮
者
に
１
０
万
円
支
援
金

も

「
半
分
は
ク
ー
ポ

ン
」

で
経

費
が
膨
ら
む
や
リ
カ
は
だ
れ

の

声
を
聞
い
て
の
政
策
か
。

ま
る

で

「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」

の
再
現

だ
。

困
窮
者

へ
の
支
援
は
、

必

要
な
と

こ
ろ
へ
直
接
支
援

の
声

を
聞
く

こ
と

こ
そ
政
治

の
役
割

で
は
な
い
か
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
。

い
く

ら
気
を

つ
け

て
も

「
知
ら
ぬ
間
」

の
感
染
は
防
げ
な

い
。

結
果
は

陰
性
だ

っ
た
が
、

陽
性

の
可
能

性
も
あ
り

「
自

己
責
任
」

の
見

え
な
い
脅
迫
感
が
あ
る
。

集
ま

り
話
し
合
う
こ
と
が
制
約
さ
れ
、

人
間
ら
し
さ
を
失
い
か
ね
な
い

の
も

コ
ロ
ナ
禍
だ
。

（
編
集
子
）

子
ど
も

の
負
困
が

７
人
に
１

人
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

政
府

が

公
表

の

「
子
ど
も

の
貧
困
に

関
す
る
調
査
」

で
は

「
ひ
と
り

親
世
帯
で
は
過
去
１
年
間
に
必

要
な
食
糧
が
買
え
な
か
っ
た
と

答
え
た
人
が

３
割
」

「
大
学
進

学
を
目
指
す
割
合
も
全
体
よ
り

低
い
」

と
、

子
ど
も

の
生
活
や

こ
葬
内
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森 暢 子さんが1月15日、ご逝
去されました。1932年 4月生 ・

岡山市 ・享年91歳 。謹んでご冥
福をお祈りしヽたしますとともに、
ご家族の皆様にお悔やみ申し上
ます。1989年 参院選岡山選挙
から社会党公認 (当時)で 当選
(1期)。 長しヽ間、社民党顧間と
してもご指導しヽただきました。

も
り
　
の
ば
こ

追 悼

社
民
党
党
首
選
挙

福
島
み
す
ほ

説
再
選

１
月
１
４
日
告
示
の
党
首

選
挙
は
、

福
島
み
す
ほ

・

現
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

文
字
ど
お
り
、

新
生
社
民

党
で
い
の
ち
と
暮
ら
し
、

憲
法
を
活
か
す
政
治
に
変

え
る
た
め
参
院
選
に
む
け

て
全
力
を
上
げ
ま
し
よ
う

先
日
、

県

の
コ
ロ
ナ

検
査
制
度

（
無
料
）

で

民党サポーター募集
社民党には、あなたの声が必要です 。

年会費1000円  オ ンライン申込→
https://sdp.or.1 /

署名のお願い"島
根原子力発電所2暑機

を再稼働しないで下さい
"

※集約日 :2月22日

2/23(水 )党 定例街宣
18:00～ マツキヨ前
2/26 市 民と立憲野党含同宣伝
16:OO～ マツキヨ前

2・ 11日 本原基地撤去
岡山県民集会

2/11 中 止になりました


